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◎被ばく労働を考えるネットワーク
〒111-0021 東京都台東区日本堤 1-25-11 
山谷労働者福祉会館気付 E-mail：info@hibakurodo.net

　３・11 福島原発事故を契機に、被ばく労働問題に取り
組むために集まった個
人のネットワーク。
　原発や除染をはじめ
清掃や運送など、被ば
く労働に従事する労働
者の権利と安全のため
に取り組みを行う。ま
た、このネットワーク
を母体として被ばく労
働者のための労働組合
の設立も準備している。
　編著に『原発事故と
被曝労働』、『除染労働』
( さんいちブックレッ
ト ) がある。
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第３章　被ばく労災補償をめぐる闘いの記録
◆最初の原発被ばく裁判が明らかにした因果関係立証の難しさ /岩
佐嘉寿幸さん（放射線皮膚炎）
◆「原発労働で死んだ人はいない」という嘘を暴くために /嶋橋伸
之さん（慢性骨髄性白血病）
◆現場労働者の「おかしい」という直感から闘いは始まった /長尾
光明さん（多発性骨髄腫）
◆放射能漏れ検査の仕事は、下請労働者に大量被ばくを強いた /喜
友名正さん（悪性リンパ腫）
◆計器類の〝預け„の実態や急性被ばく症状に目を背ける判決 /梅田
隆亮さん（急性心筋梗塞）
◆あらかぶさん裁判が問いかけるもの /あらかぶさん（白血病）

第４章　原発労働者の健康と安全の確保に向けて
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